
　
今
、
米
中
貿
易
戦
争
が
世

界
の
注
目
を
集
め
て
い
る

が
、
米
中
貿
易
戦
争
は
米
国

大
統
領
ト
ラ
ン
プ
の
「
高
関

税
発
動
」
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
ト
ラ
ン
プ
が
高
関
税
を

発
動
し
、
そ
れ
に
対
し
て
中

国
が
報
復
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
が
口
を
尖
ら
し

て
高
関
税
、
高
関
税
と
叫
ん

で
い
る
の
は
、
彼
の
気
ま
ぐ

れ
で
は
な
く
、
米
国
経
済
が

困
窮
し
て
い
る
事
の
現
れ
で

あ
る
。
貿
易
赤
字
が
膨
れ
上

が
り
、
国
の
財
政
危
機
が
深

刻
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
米
国
の
財
政
赤
字
は
す
で

に

1
0
0
0億

ド
ル
を
超
え

て
い
る
。
貧
困
層
が
増
え
続

け
、
餓
死
者
も
出
て
い
る
と

い
う
（
国
際
ニ
ュ
ー
ス
解
説

者
田
中
宇
が
ブ
ロ
グ
よ
り
）。

　
日
本
の
新
聞
は
米
国
の
経

済
悪
化
に
つ
い
て
は
一
言
も

書
い
て
い
な
い
が
、
ト
ラ
ン

プ
の
あ
の
顔
を
見
れ
ば
大
方

の
こ
と
は
解
る
だ
ろ
う
。

　
ト
ラ
ン
プ
の
高
関
税
発
言

か
ら
始
ま
っ
た
米
中
貿
易
戦

争
は
世
界
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
新
聞
は

し
き
り
に
書
い
て
い
る
が
、

「
な
ぜ
」貿
易
戦
争
な
の
か
と

い
う
問
題
の
核
心
・
背
景
に

は
迫
っ
て
い
な
い
。

　
資
本
主
義
と
い
う
経
済
体

制
は「
歳
を
取
る
」と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の

だ
。
時
代
は
起
承
転
結
、
生

成
、
成
長
、
発
展
、
爛
熟
、

衰
退
、
没
落
、
そ
し
て
次
の

時
代
へ
移
行
す
る
。

　
今
、
資
本
主
義
経
済
体
制

は
、
爛
熟
、
腐
敗
、
衰
退
の

過
程
に
あ
る
。つ
ま
り
、末
期

的
過
程
な
の
だ
。

　
そ
の
末
期
的
過
程
で
起
こ

っ
て
い
る
現
象
の
一
つ
が
貿

易
戦
争
な
の
だ
。
特
に
ア
メ

リ
カ
が
夢
中
に
な
っ
て
貿
易

赤
字
を
減
ら
す
、
財
政
赤
字

を
減
ら
す
こ
と
に
躍
起
に
な

っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
中

国
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
あ

ら
ゆ
る
国
か
ら
の
貿
易
・
輸

入
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、日
本
か
ら
の

輸
入
も
減
ら
そ
う
と
し
て
い

る
。
日
本
の
新
聞
は
一
言
も

書
か
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の

貧
困
は
酷
い
も
の
だ
。

　
最
近
で
は
副
島
隆
彦
が

「
国
家
分
裂
す
る
ア
メ
リ
カ

政
治
・
七
転
八
倒
」
と
い
う

本
を
書
い
て
い
る
。ま
た
、若

林
栄
四
が
「
ア
メ
リ
カ
経
済

の
終
焉
」
と
い
う
本
を
書
い

て
い
る
。

　
何
年
か
前
に
は
堤
未
果
が

「
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
」「
沈

み
行
く
大
国
ア
メ
リ
カ
」
を

書
い
て
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
は
路
上
生
活

者
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
日
本

か
ら
の
観
光
客
も
そ
の
凄
さ

に
驚
く
と
い
う
。
政
府
発
表

の
失
業
率
は

3・

8％
だ
が

実
際
は

25％
だ
と
い
う
。
職

を
求
め
て
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。
ト
ラ
ン
プ

が
あ
の
よ
う
に
さ
わ
ぎ
ま
わ

っ
て
い
る
そ
の
背
景
に
は
深

刻
な
経
済
事
情
が
あ
る
の

だ
。
世
界
経
済
は
米
国
経
済

か
ら
ほ
こ
ろ
び
始
め
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
経
済
は
世
界

経
済
を
映
す
鏡
な
の
だ
が
、

米
中
貿
易
戦
争
が
激
化
し
て

い
る
の
は
、
そ
の
ア
メ
リ
カ

経
済
が
破
綻
し
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　
３
月

18日
の
朝
日
新
聞
に

よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
、倒
れ

掛
か
っ
た
経
済
を
支
え
る
た

め
に
全
国
民
に
小
切
手
を
配

布
す
る
と
い
う
の
だ
、
い
よ

い
よ
狂
っ
た
か
ア
メ
リ
カ
、

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い

（
宮
野
木
町
・
藤
本
豊
）。

　
稲
毛
の
街
の
戦
中
秘
話

　
稲
毛
浅
間
神
社
臨
時
駐
車

場
わ
き
の
道
を
は
い
る
と
千

葉
市
地
域
有
形
文
化
財
千
葉

市
ゆ
か
り
の
家
・
い
な
げ
ー

愛
新
覚
羅
溥
傑
仮
寓
ー
が
あ

る
。
千
葉
市
が
発
行
し
て
い

る
「
美
浜
区
の
い
ま
、
む
か

し
」
に
は
中
国
清
朝
の
ラ
ス

ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
愛
新
覚
羅
溥

儀
の
実
弟
溥
傑
夫
妻
が
昭
和

12年
に
半
年
ほ
ど
居
を
構
え

て
い
た
風
情
あ
る
建
物
で

す
、
と
あ
る
。
建
物
（
無
料
・

自
由
閲
覧
）
の
中
に
入
る
と

写
真
（
昭
和

12年
婦
人
倶
楽

部
６
月
号
）
等
に
よ
り
溥
傑

は
満
州
国
皇
帝
溥
儀
の
弟
に

か
わ
る
。
愛
新
覚
羅
家
は
中

国
清
の
時
代

2
7
0年

続
い

た
王
朝
の
家
系
で
、
溥
傑
の

兄
溥
儀
は
第

12代
宣
統
帝
と

し
て
３
歳
で
皇
帝
の
地
位
に

つ
き
辛
亥
革
命
に
よ
り
６
歳

で
退
位
し

12歳
で
再
び
帝
位

に
つ
く
が
わ
ず
か

12日
間
で

地
位
を
追
わ
れ
る
。
清
朝
の

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
言
わ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
当
初
は

北
京
の
紫
禁
城
に
住
む
こ
と

を
許
さ
れ
て
い
た
が
混
然
と

し
た
状
況
下
、
憑
玉
祥
の
ク

ー
デ
タ
ー
で
溥
儀
一
家
と
則

近
は
追
わ
れ
日
本
公
使
館
に

身
を
寄
せ
翌
年
（
大
正

14年
）

1
9
2
5年
北
京
を
脱
出
、

天
津
の
日
本
租
界
か
ら
旅
順

に
住
む
よ
う
に
な
る
。
こ
の

時
手
引
き
し
た
の
が
清
朝

（
漢
民
族
で
は
な
い
）の
王
女

と
し
て
知
ら
れ
る
川
島
芳
子

（
本
名
愛
新
覚
羅
顕
王
子
）

で
あ
る
。

　
満
州
国（
首
都
新
京
、現
在

の
長
春
）
建
国
宣
言
は
昭
和

７
年

1
9
3
2年

３
月
１
日

で
こ
の
時
は
共
和
国
で
、
同

年
９
月

15日
日
本
政
府
は
正

式
に
満
州
国
を
承
認
す
る
が

国
際
連
盟
は
国
と
し
て
認
め

な
か
っ
た
。

　
満
州
帝
国（
溥
儀
が
皇
帝
）

が
誕
生
す
る
の
は
昭
和

9年

３
月
１
日
で
弟
の
溥
傑
が
嵯

峨
侯
爵
令
嬢
浩
と
結
婚
す
る

の
は
３
年
後
の
昭
和

12年
４

月
３
日
で
あ
る
。
満
州
帝
国

は
日
本
の
敗
戦
と
共
に
瓦
解

し

12年
の
命
で
あ
っ
た
（
参

考
河
出
書
房
・
写
真
で
見
る

満
州
全
史
）
。

　
満
州
開
拓
移
民
団
が
始
ま

っ
た
の
は
昭
和
８
年
３
月
か

ら
で
そ
の
中
に
女
優
藤
原
紀

香
の
一
家
が
居
た
こ
と
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ

ー
で
放
映
さ
れ
て
い
る
。

　
国
道

14号
（
千
葉
街
道
）

沿
い
に
は
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
い
な
げ
（
旧
神
谷
伝
兵
衛

別
荘
）
が
あ
る
。

　
神
谷
別
邸
に
は
昭
和

16年

５
月
か
ら

17年
の
春
頃
ま
で

満
州
国
皇
帝
溥
儀
の
妹
と
二

人
・
旦
那
・
子
ど
も
が
こ
こ
で

生
活
し
て
い
て
８
月

28日
に

は
陸
軍
大
臣
の
ち
の
内
閣
総

理
大
臣
東
条
英
樹
の
妻
勝
子

夫
人
と
次
官
夫
人
が
訪
問
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時

お
手
伝
い
見
習
い
を
し
て
い

た
花
光
志
津
（
結
婚
後
海
宝

志
津
）
の
大
量
の
写
真
、
日

記
、
手
紙
で
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
千
葉
日
報

記
者
田
村
理
氏
（
現
銚
子
・

海
匝
支
局
長
）
に
よ
り
平
成

24年
３
月

15日
号
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
資
料
を
提
供
し

た
の
は
南
花
園
在
住
の
志
津

子
さ
ん
の
次
女
、
松
井
規
子

さ
ん
で
あ
る
。
ま
た
同
年
４

月

18日
の
毎
日
新
聞
に
は
ー

清
朝
皇
帝
の
妹
た
ち
ー
と
写

真
が
千
葉
版
に
大
き
く
掲
載

さ
れ
た
。
神
谷
別
邸
は
戦
後

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
接
収
さ
れ
昭
和

25

年
ま
で
ア
メ
リ
カ
軍
将
校
が

く
ら
し
て
い
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
館
長
小
山

博
・
行
方
弥
生
両
氏
に
は
資

料
等
お
世
話
に
記
し
て
謝
意

を
表
し
ま
す
（
鎌
ケ
谷
・
元
稲

毛
小
校
長
・
島
津
幸
生
）
。

　
新
型
肺
炎

　
新
型
肺
炎
が
中
国
か
ら
始

ま
り
世
界
中
で
猛
威
を
振
る

い
毎
日
感
染
者
が
急
増
し
て

い
る
。
昨
年

12月

8日
に
武

漢
市
で
初
め
て
確
認
さ
れ
深

刻
さ
に
気
づ
い
た
の
は
ク
ル

ー
ズ
船
が
き
っ
か
け
で
初
期

の
頃
甘
く
見
て
お
り
船
中
で

ダ
ン
ス
を
踊
り
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
な
ど
人
の
集
ま
る
所
、
手

す
り
な
ど
で
感
染
者
が
増

え
、
陰
性
で
下
船
後
再
び
陽

性
に
な
り
感
染
経
路
が
不
明

で
特
効
薬
も
な
く
感
染
者
は

増
え
る
一
方
で
あ
る
。

　
日
本
は
世
界
中
か
ら
大
感

染
列
島
と
忌
避
さ
れ
観
光
船

も
台
湾
廻
り
と
な
っ
た
。
昔

は
肺
病
の
家
の
前
を
鼻
を
つ

ま
ん
で
通
り
友
人
が
肺
病
に

な
っ
た
の
で
遊
び
に
行
く
の

を
止
め
た
が
コ
ロ
ナ
に
な
り

家
族
を
い
じ
め
る
こ
と
で
非

公
開
と
し
て
感
染
者
で
元
気

に
働
い
て
い
る
人
も
い
る
の

で
感
染
を
広
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
マ
ス
ク
を
し
ろ
、

手
を
洗
え
、
電
車
の
吊
り
革

に
さ
わ
る
な
、
一
米
離
れ
て

話
を
し
ろ
、
マ
ス
ク
は
間
か

ら
菌
が
入
る
し
表
面
を
触
る

な
、
マ
ス
ク
す
る
よ
り
手
を

15秒
洗
え
、
電
車
内
に
空
席

な
け
れ
ば
棒
に
つ
か
ま
る
し

意
見
が
様
々
で
言
う
は
や
す

し
行
う
は
難
し
で
あ
る
。
完

全
防
疫
は
外
出
せ
ず
缶
詰
を

食
べ
新
聞
手
紙
を
読
む
時
は

手
を
洗
う
こ
と
で
あ
る
。

　
マ
ス
ク
が
不
足
し
高
騰
し

て
い
る
の
で
外
国
で
再
利
用

し
て
い
る
デ
レ
ビ
を
見
た
が

私
は
熱
湯
消
毒
し
て
再
利
用

し
て
い
る
。
香
港
か
ら
の
客

船
が
ど
こ
の
国
も
寄
港
を
認

め
ず
中
国
と
親
し
い
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
救
わ
れ
た
が
幸
い
だ

っ
た
。
日
本
人
は
ク
ル
ー
ズ

船
帰
国
で
き
る
が
中
国
人
の

移
動
は
禁
止
と
中
国
人
が
テ

レ
ビ
で
文
句
を
言
っ
て
い

た
。
日
本
を
嘲
笑
う
韓
国
は

初
め
は
世
界
二
位
で
現
在
五

位
だ
が
自
分
の
お
で
こ
は
見

え
な
い
と
恥
ず
か
し
い
と
思

わ
な
い
の
か
。

　
感
染
者
は

1月

30日
に
中

国
本
土
６
０
６
１
名
死
者
１

３
２
名
日
本

18名
韓
国
４
名

で

3月

17日
に
は
中
国
８
０

８
８
１
名
死
者
３
２
２
６
名

韓
国
８
３
２
０
名
死
者

84名

日
本
１
５
９
２
名
死
者

36名

と
う
な
ぎ
登
り
で
危
険
な
状

態
が
続
い
て
い
る
。

　
安
倍
氏
は
中
小
企
業
等
に

無
利
子
融
資
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
倒
産
し
た
り
返
済
能

力
の
な
い
者
も
い
る
の
で
厳

し
い
検
査
を
し
て
融
資
す
べ

き
と
思
う
。
感
染
者
が

13万

4千
人
死
者
が

5千
人
を
超

え
大
き
な
催
し
物
が
中
止
に

な
っ
て
い
る
の
で
五
輪
は
止

め
た
方
が
良
い
と
思
う
（
花

園
町
・
岩
井
秀
雄
）
。

　
挙
国
一
致
内
閣
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
中
に
蔓
延
し
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
一
年
間
延

期
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
世
界
中
が
お
の

の
き
、
自
国
防
衛
の
た
め
に

鎖
国
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
世
の
中
一
体
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
か
。

　
感
染
経
路
が
不
明
な
罹
患

者
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な
り
、

そ
の
対
策
も
手
の
付
け
よ
う

が
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
戦
争
の
核
兵
器

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
目
に
見

え
な
い「
生
物
兵
器
」に
人
類

が
恐
怖
に
お
び
え
て
い
る
。

こ
ん
な
時
、
与
党
だ
野
党
だ

と
騒
い
で
い
る
時
代
で
は
な

い
。
挙
国
一
致
内
閣
で
巨
額

投
資
し
て
最
大
の
対
策
を
講

じ
て
欲
し
い
（
匿
名
）
。
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　【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３

‐
０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
「
稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ

係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー
ル

で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

」に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
感
じ
て
、ど

ん
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
締
切
・
令
和

2年

4月

20日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
二
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
＝
入
園

招
待
券（
５
組
）

☆
カ
ラ
オ
ケ
・
ア
ー
サ
ー
賞
＝

千
円
分
の
食
事
券（

3名
様
）

☆
図
書
カ
ー
ド（

3名
様
）　

　

3月
号
の
当
選
者

　

3月
号
の
答
え
は
ハ
ル
ガ
ソ

コ
マ
デ
で
し
た
。正
解
者
多
数

の
た
め
、抽
選
の
結
果
次
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。

　
【
敬
称
略
】

☆
１
等
賞
・

1万
円
＝
石
崎
喜

好（
さ
つ
き
が
丘
）

☆
２
等
賞
・
５
千
円
＝
伊
丹
侃

（
四
街
道
）山
田
清
子（
小
仲
台
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝
佐
久
間
武
仁

（
さ
つ
き
が
丘
）庄
司
秀
子
（
朝

日
ヶ
丘
）永
松
和
子
（
高
洲
）宮

田
信
義（
西
小
中
台
）森
田
美
恵

（
稲
毛
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
・
無
料

招
待
券
＝
成
瀬
真
規
子
・
松
山

あ
さ
美（
幸
町
）能
勢
恵
美（
宮

野
木
台
）小
林
正
和
（
西
都
賀
）

加
藤
美
代
子（
神
明
）

☆
カ
ラ
オ
ケ
・
ア
ー
サ
ー
賞
・
千

円
食
事
券
＝
溝
上
芳
史（
柏
台
）

小
島
純
一（
幕
張
西
）中
西
宥
行

（
四
街
道
）

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・
千
円
の
図

書
カ
ー
ド
＝
橋
本
裕
美（
打
瀬
）

山
内
富
士
子（
小
仲
台
）柳
原
ひ

と
み（
四
街
道
）。　

以
上

読読
者者
のの
声声

世界中に猛威を振るっている新型コロナウィルス

をどのように感じどんか対策を考えていますか？

米
中

貿
易

戦
争

今月のアンケート・テーマ

「新型コロナウィルス」について

→ヨコのカギ

②シネマ

④死後に残した財産。

⑥リビングルーム。

⑧屋根の雨水を地上に流す筒型の装置。

⑨壁を塗る職人。

⑩女王。

⑪○○、夏、秋、冬。

⑬神社やお寺をお参りすること。

↓たてのカギ

①レフト⇔。

②○○は異なもの味なもの。

③外から見た様子、みかけ。

⑤周期。

⑦千の10倍。

⑨鮭。

⑪印鑑。

⑫だしぬけ。

安心と信頼　心のかよう墓づくり　創業130年

●いずみ霊園 ●御成霊園

●千葉中央霊園●千葉緑霊園
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祭壇一式20%割引あり
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安心価格！雅の家族葬

　
知
ら
な
い
・
解
か
ら
な
い

　
電
子
タ
バ
コ
が
あ
る
な
ん
て

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
六
方
・
阿

部
ち
い
）
。
電
子
タ
バ
コ
っ
て

何
と
い
う
感
じ
。
一
度
も
タ
バ

コ
を
吸
っ
た
こ
と
が
な
い
（
四

街
道
・
粟
村
道
生
）
。
喫
煙
し

な
い
の
で
電
子
タ
バ
コ
は
見
た

事
も
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
。

喫
煙
は
全
然
興
味
な
し
（
浜
野

・
柳
澤
範
光
）
。
パ
イ
プ
式
の

様
な
物
で
し
ょ
う
か
？（
高
浜
・

鈴
木
晴
）
。
電
子
タ
バ
コ
っ
て

全
く
知
り
ま
せ
ん
（
小
仲
台
・
寺

阪
和
久
）。ど

の
よ
う
な
も
の
か

わ
か
ら
な
い
。
吸
わ
な
い
人
に

害
が
な
い
の
な
ら
よ
い
け
ど

（
宮
野
木
台
・
能
勢
恵
美
）
。

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

タ
バ
コ
は
タ
バ
コ
、
身
体
に
悪

い
も
の
で
は
な
い
か（
柏
台
・
新

見
洋
子
）。初

め
て
知
り
ま
し
た

の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
時
代
の

進
化
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
す
！

（
八
千
代
・
牧
け
い
子
）
。タ
バ

コ
を
吸
わ
な
い
の
で
わ
か
り
ま

せ
ん
（
朝
日
ヶ
丘
・
坂
場
静
雄
）

（
天
台
・
山
本
富
子
）
。
経
験

し
た
こ
と
が
無
い
た
め
わ
か
り

ま
せ
ん（
小
仲
台
・
富
永
政
美
）。

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
…
（
小

仲
台
・
木
村
恵
子
）
。
タ
バ
コ

の
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

ご
め
ん
な
さ
い（
桜
木
・
西
出
寛

子
）
。

　
売
ら
な
け
れ
ば
よ
い

　
電
子
タ
バ
コ
は
タ
バ
コ
離
れ

で
税
制
が
へ
る
の
を
恐
れ
て
ど

こ
で
も
吸
え
る
を
謳
い
文
句
で

開
発
し
た
も
の
だ
と
思
う
。
し

か
し
今
は
吸
う
場
所
が
限
ら
れ

る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
体
に

悪
い
も
の
な
ら
売
ら
な
け
れ
ば

良
い
（
花
見
川
・
儀
藤
晴
夫
）。

タ
バ
コ
を
な
か
な
か
や
め
ら
れ

な
い
人
に
は
対
策
と
し
て
電
子

タ
バ
コ
に
な
っ
て
し
ま
う
の

か
？
ま
ず
禁
煙
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
ほ
し
い
。政
府
、Ｊ
Ｔ

も
販
売
し
な
い
で
ほ
し
い
（
桜

木
・
小
野
智
子
）。人

体
実
験
に

参
加
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
害
が
あ
る
こ
と
は
解
り

聞
い
て
い
る
が
、
政
府
は
税
金

を
取
る
た
め
に
中
止
を
認
め
な

い
で
継
続
し
て
い
る
。
国
家
予

算
が
無
く
な
っ
た
ら
ア
ヘ
ン
や

麻
薬
で
も
税
金
を
か
け
て
合
法

化
す
る
の
が
過
去
の
実
例
だ

（
高
洲
・
大
内
健
司
）。タ

バ
コ

は
気
分
転
換
の
た
め
の
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
天
然
農
作
物

に
代
わ
り「
科
学
的
な
新
物
質
」

を
合
成
す
る
こ
と
は
理
解
に
苦

し
む
（
柏
台
・
溝
上
芳
史
）
。

　
健
康
に
よ
く
な
い

　
タ
バ
コ
を

20数
年
前
に
や
め

ま
し
た
が
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー

で
し
た
。
電
子
タ
バ
コ
は
煙
は

出
な
い
が
健
康
に
は
よ
く
な
い

で
す
よ
ね
（
高
浜
・
住
村
直
希
）。

普
通
の
タ
バ
コ
と
変
わ
ら
な
い

の
で
は
。
い
ず
れ
に
し
て
も
体

に
よ
く
な
い
の
で
は（
穴
川
・
前

林
勝
美
）。電

子
タ
バ
コ
も
最
近

に
な
っ
て
癌
に
な
る
ら
し
い
の

で
や
め
た
方
が
良
い
（
あ
や
め

台
・
一
森
万
亀
美
）。電

子
タ
バ

コ
の
Ｉ
Ｑ
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
胃
痛
が
す

る
よ
う
に
な
り
使
用
を
や
め
ま

し
た
（
小
仲
台
・
平
木
良
佑
）。

健
康
を
考
え
れ
ば
電
子
タ
バ
コ

で
あ
っ
て
も
吸
わ
な
い
方
が
よ

い
と
思
う（
高
浜
・
渡
辺
晴
夫
）。

紙
タ
バ
コ
と
変
わ
ら
ず
健
康
に

悪
い
の
で
や
め
た
方
が
い
い

（
打
瀬
・
松
原
保
司
）
。
ニ
コ

チ
ン
入
り
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
害
は
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
実
際
に
咳
・
頭
痛
・
胸
痛

が
報
告
さ
れ
て
お
り
い
ず
れ
は

禁
止
な
ど
の
制
限
が
付
け
ら
れ

る
（
四
街
道
・
島
崎
冨
士
男
）。

煙
が
出
な
い
あ
る
い
は
煙
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
が
電

子
タ
バ
コ
で
あ
る
。
受
動
喫
煙

に
よ
る
リ
ス
ク
は
あ
る
と
思

う
。
目
に
見
え
な
い
こ
と
こ
そ

悪
だ
と
思
う
（
宮
野
木
台
・
隆

康
和
子
）
。
健
康
害
は
通
常
の

タ
バ
コ
と
同
じ
様
な
の
で
、
電

子
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
の

近
く
に
は
い
か
な
い
（
神
明
・
加

藤
美
代
子
）
。
タ
バ
コ
吸
わ
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
人
体
の

影
響
考
え
ま
す（
朝
日
ヶ
丘
・
横

須
賀
和
男
）
。
電
子
タ
バ
コ
本

当
に
安
全
な
ん
で
す
か
？
否
定

的
な
国
も
あ
り
ま
す
ヨ
ネ
（
四

街
道
・
小
川
桂
子
）
。
健
康
面

で
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か

（
あ
や
め
台
・
藤
原
健
次
）電
子

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
が
理

解
で
き
ま
せ
ん
が
害
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か（
幕
張
西
・
Ｊ
Ｋ
）。

　
や
め
た
ら
い
い
の
に

　
普
通
の
も
の
に
比
べ
れ
ば
害

が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
や

は
り
タ
バ
コ
は
タ
バ
コ
。
や
め

る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
（
松

波
・
匿
名
）
。
体
に
良
い
こ
と

な
く
電
子
タ
バ
コ
と
は
何
か
わ

か
ら
な
い
の
で
や
め
る
に
こ
し

た
方
が
い
い
と
思
う
。
主
人
も

き
っ
ぱ
り
や
め
ま
し
た
が
娘
が

吸
う
の
で
困
っ
て
い
ま
す
（
幸

町
・
畠
山
マ
サ
子
）
。
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
だ
っ
た
夫
も
山
歩

き
を
続
け
た
の
で
タ
バ
コ
を
止

め
ま
し
た
。
電
子
タ
バ
コ
も
き

っ
と
依
存
症
に
な
り
ま
す
。
や

め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

（
松
波
・
齋
藤
淳
子
）。私

は
２

度
目
の
禁
煙
で
止
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
電
子
タ
バ
コ
に

還
る
な
ら
止
め
る
努
力
を
す
べ

き
だ
と
思
う
（
四
街
道
・
伊
丹

侃
）
。止
め
た
ら
い
い
の
か
と
思

う
（
花
見
川
・
鈴
木
活
美
）
。

健
康
維
持
に
必
要
な
ら
思
い
切

っ
て
見
切
り
を
つ
け
ま
し
ょ
う

（
黒
砂
台
・
岡
本
和
美
）。タ

バ

コ
に
変
わ
り
な
し
「
一
害
あ
っ

て
百
利
な
し
」止
め
る
べ
し（
宮

野
木
・
吉
岡
保
広
）。電

子
タ
バ

コ
に
も
害
あ
る
と
聞
い
て
ま

す
。
き
っ
ぱ
り
と
御
縁
を
絶
つ

様
念
じ
ま
す
。
ご
自
分
の
為
周

囲
の
方
々
の
た
め
に
（
あ
や
め

台
・
中
川
奈
津
美
）。ま

だ
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
い
る
の
か
と
可
哀

想
（
西
都
賀
・
小
林
正
和
）
。

そ
こ
ま
で
し
て
タ
バ
コ
が
吸
い

た
い
の
か
、
吸
っ
て
る
人
に
吹

っ
切
れ
感
が
な
く
て
カ
ッ
コ
悪

い
（
磯
辺
・
尾
ノ
口
昭
三
）
。

タ
バ
コ
を
前
に
吸
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
迄
し
て
吸
い
た
い
も

の
で
し
ょ
う
か（
小
仲
台
・
山
田

清
子
）
（
同
・
山
内
富
士
子
）。

電
子
タ
バ
コ
は
煙
も
で
な
い
た

め
副
流
煙
で
迷
惑
を
か
け
る
事

は
無
い
が
本
当
は
禁
煙
で
き
れ

ば
で
す
ね
、
私
は
禁
煙
で
き
ま

し
た
（
み
つ
わ
台
・
ぼ
く
ち
ゃ

ん
）。嗜

好
品
で
す
の
で
個
人
の

勝
手
で
す
が
そ
こ
ま
で
し
て
吸

い
た
い
も
の
で
し
ょ
う
か
（
さ

つ
き
が
丘
・
石
崎
喜
好
）。友

人

に
も
電
子
タ
バ
コ
の
人
が
い
ま

す
。
何
も
言
い
ま
せ
ん
が
そ
こ

ま
で
す
る
か
と
思
い
ま
す
（
花

園
・
本
田
衛
）
。

　
ど
ん
な
タ
バ
コ
も
禁
煙
に

　
煙
が
出
な
い
だ
け
周
り
は
安

心
で
す
が
普
通
タ
バ
コ
に
比
べ

る
と
禁
煙
し
に
く
い
と
聞
き
ま

し
た
。肺
に
も
良
く
な
い
し
、危

険
だ
し
ど
ん
な
タ
バ
コ
で
あ
れ

国
で
禁
煙
に
し
て
は
ど
う
か

（
小
仲
台
・
菅
野
啓
子
）
。
全

面
的
に
止
め
る
べ
き
だ
と
思

う
。
禁
止
す
べ
き
で
す（
匿
名
）。

吸
わ
な
い
の
が
一
番
い
い
け
ど

（
稲
毛
・
森
田
美
恵
）
。
電
子

タ
バ
コ
も
不
必
要（
柏
台
・
松
本

芳
子
）
。

　
け
っ
こ
う
臭
う

　
タ
バ
コ
の
煙
で
も
弱
く
電
子

タ
バ
コ
で
も
結
構
臭
い
ま
す

（
小
仲
台
・
深
川
和
江
）
。
電

子
タ
バ
コ
は
臭
く
て
無
理
。
お

し
ゃ
れ
に
し
て
も
臭
い
が
強
烈

で
す
（
南
花
園
・
室
井
千
寿
）。

　
マ
ナ
ー

　
公
共
の
場
所
（
電
車
等
）
で

の
電
子
タ
バ
コ
は
ご
遠
慮
願
い

た
い（
朝
日
ヶ
丘
・
上
田
正
広
）。

可
燃
性
タ
バ
コ
よ
り
は
い
い
と

思
う
が
、
そ
れ
で
も
歩
き
な
が

ら
は
や
め
て
ほ
し
い（
松
波
・
熊

倉
絵
里
佳
）。吸

う
場
所
を
考
え

て
吸
っ
て
ほ
し
い
（
高
洲
・
永

松
和
子
）。私

は
煙
草
を
吸
わ
な

い
の
で
、
煙
草
の
条
例
が
変
わ

る
だ
の
正
直
ど
う
で
も
い
い
で

す
。
た
だ
喫
煙
所
が
減
る
と
歩

き
た
ば
こ
が
増
え
る
の
で
は
？

（
南
花
園
・
室
井
千
寿
）
。マ
ナ

ー
を
守
れ
ば
、
電
子
タ
バ
コ
に

関
わ
ら
ず
喫
煙
は
本
人
の
自
由

だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
家
族
が

喫
煙
す
る
な
ら
反
対
で
す
（
松

波
・
橋
本
恵
梨
香
）
。
煙
草
は

吸
い
ま
す
が
電
子
タ
バ
コ
は
吸

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
（
天
台
・
山

本
信
夫
）
。

　
良
い
と
思
う

　
良
い
（
船
橋
・
土
屋
直
子
）

（
船
橋
・
平
野
泉
、
澄
子
）（
千

草
台
・
中
山
真
希
、恭
正
、量
雅
）

（
千
草
台
・
源
甲
斐
友
江
）
。

煙
が
減
る
こ
と
は
良
い
と
思
う

（
小
仲
台
・
横
田
邦
明
）。電

子

タ
バ
コ
は
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か

け
な
い
そ
う
で
よ
い
の
で
は

（
小
仲
台
・
河
内
桃
子
）。周

囲

に
配
慮
し
な
が
ら
吸
う
な
ら
良

い
と
思
う
（
酒
井
ひ
ろ
し
・
晴

美
）。煙

が
少
な
い
の
で
い
い
と

思
う（
朝
日
ヶ
丘
・
庄
司
秀
子
）。

良
い
と
思
う
。
ニ
コ
チ
ン
が
入

っ
て
い
な
い
で
禁
煙
・
節
煙
を

考
え
て
香
り
を
楽
し
み
た
い
人

向
け
と
聞
い
た（
四
街
道
・
柳
原

ひ
と
み
）
。人
に
迷
惑
を
か
け
ず

大
い
に
結
構（
西
小
仲
台
・
宮
田

信
義
）
。電
子
タ
バ
コ
を
き
っ
か

け
に
タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ
た
人

が
い
た
り
と
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
と
思
う
（
四
街
道
・
中
井
勝

弘
）。電

子
タ
バ
コ
は
と
て
も
い

い
こ
と
だ
と
思
う
。
煙
草
そ
の

も
の
は
吸
う
本
人
に
と
っ
て
も

周
り
の
人
に
と
っ
て
も
害
を
ま

き
ち
ら
か
し
て
い
る
だ
け
（
貝

塚
・
佐
藤
宏
樹
）。体

に
害
が
な

い
の
で
良
い
と
思
う（
東
千
葉
・

高
木
一
也
）。愛

煙
家
に
と
っ
て

は
良
い
と
思
い
ま
す
（
さ
つ
き

が
丘
・
佐
久
間
武
仁
）。愛

煙
家

の
人
達
に
電
子
タ
バ
コ
ぐ
ら
い

は
い
い
と
思
う
。
で
も
私
は
タ

バ
コ
は
嫌
い
で
す（
松
波
・
中
村

チ
ズ
子
）
。孫
が
生
ま
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
煙
草
を
や
め
ま
し

た
。
で
も
今
は
電
子
タ
バ
コ
で

い
ら
れ
る
の
だ
か
ら
よ
い
と
思

い
ま
す
（
松
波
・
中
村
勇
）。タ

バ
コ
止
め
ら
れ
な
い
人
達
の
た

め
に
電
子
タ
バ
コ
は
よ
い
の
で

は
な
い
か
、
体
の
た
め
に（
高
洲

・
竹
田
チ
ヨ
子
）。長

男
が
つ
か

っ
て
い
る
、
火
を
つ
か
わ
な
い

の
で
安
心
で
す（
東
千
葉
・
藤
沼

佳
子
）。煙

は
体
に
悪
い
け
ど
法

律
違
反
と
い
う
訳
で
な
く
、
大

人
が
た
し
な
む
程
度
な
ら
禁

止
、
嫌
悪
す
べ
き
で
な
い
と
思

う
。
電
子
で
も
そ
う
で
な
く
と

も
認
め
る
べ
き
（
打
瀬
・
橋
本
裕

美
）
。周
り
の
人
が
煙
を
吸
わ
な

く
て
よ
い
な
ら
か
ま
い
ま
せ
ん

（
浪
花
・
小
松
雅
子
）
。
電
子

煙
草
も
ポ
イ
捨
て
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？
ポ
イ
捨
て
し
な
い

な
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
（
小

仲
台
・
小
室
義
満
）
喫
煙
場
所

で
は
Ｏ
Ｋ
で
し
ょ
う
（
幸
町
・

中
村
春
雄
）
。
電
子
タ
バ
コ
が

健
康
に
害
が
な
く
煙
も
臭
い
も

な
く
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
（
四

街
道
・
松
戸
健
夫
）
。
現
在

81

歳
の
主
人
は
よ
く
煙
草
を
吸
い

ま
し
た
。
煙
が
た
ま
ら
ず
よ
く

ケ
ン
カ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時

電
子
タ
バ
コ
が
あ
れ
ば
と
思
い

ま
し
た（
高
洲
・
萩
原
貴
美
子
）。

　
そ
の
他

　
自
分
を
満
た
す
た
め
時
代
の

流
れ
に
添
っ
て
い
る
の
だ
な
あ

と
（
稲
毛
海
岸
・
長
堀
幸
子
）。

家
の
主
人
も
昨
年
よ
う
や
く
電

子
タ
バ
コ
に
切
り
替
え
ま
し
た

が
３
ヶ
月
で
元
に
も
ど
り
ま
し

た
。味
が
な
い
と
言
う
こ
と
で
。

ま
た
台
所
は
タ
バ
コ
臭
い
で
す

（
四
街
道
・
斉
藤
邦
子
）。主

人

が
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
電
子

タ
バ
コ
の
道
具
買
っ
た
の
で
す

が
コ
ー
ド
を
な
く
し
残
念
（
幸

町
・
松
山
純
子
）。父

が
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
で
電
子
タ
バ
コ
の

道
具
買
っ
て
あ
げ
た
い（
幸
町
・

松
山
あ
さ
美
）。煙

が
で
な
い
と

は
い
え
本
人
は
そ
れ
で
満
足
し

て
る
と
お
も
い
ま
す
（
小
仲
台
・

星
野
寛
子
）。電

子
タ
バ
コ
で
も

隣
で
吸
わ
れ
る
の
は
嫌
で
す

（
園
生
・
丸
山
宗
男
）。私

の
父

は
昨
年
２
月
突
然
禁
煙
し
１
年

超
え
、
電
子
煙
草
も
ト
ラ
イ
し

た
そ
う
で
す（
幸
町
・
成
瀬
真
規

子
）。あ

く
ま
で
電
子
タ
バ
コ
は

偽
物
と
思
う
。
何
か
不
自
然
さ

を
感
じ
て
嫌
い （
真
砂
・
原
健
）。

電
子
タ
バ
コ
そ
の
も
の
が
不
愉

快
で
す
。
喫
煙
に
見
え
る
た
め

（
四
街
道
・
中
西
宥
行
）。電

子

は
良
い
の
か
悪
い
の
か
そ
れ
が

疑
問
（
桜
木
・
宮
本
裕
子
）
。

　
以
　
上
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今
月
の
ア

ン
ケ

ー
ト「

電
子
タ

バ
コ

」
に

つ
い

て

　

4月
か
ら
、
タ
バ
コ
・
電
子
タ
バ
コ
類
が
屋
内
外
問
わ
ず
全
面
禁
止
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
愛
煙
家
に
と
っ
て
タ
バ
コ
は
な
か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
方
に

電
子
タ
バ
コ
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
こ
れ
も
禁
止
措
置
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
電
子
タ
バ
コ
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
電
子
タ
バ
コ
に
つ
い
て
も
悲
喜
こ
も
ご

も
賛
否
両
論
。
果
た
し
て
、
タ
バ
コ
も
有
害
で
し
ょ
う
か
。

電
子
タ

バ
コ
も
紙

タ
バ

コ
も
健

康
に

良
く

な
い


